
　石井方式への理解を深め、保育に役立てていただける、指導者向け講義動画を配信い
たします。講師に石井方式を研究されている四国大学教授の小野健司先生をお迎えし、
楽しい体験作業を交えながらご講義いただきます。
　配信期間中は、ご都合の良い時に視聴することができます。是非お申し込みください。

お申し込み・お問い合わせ先
〒543-0001
大阪市天王寺区上本町 6-3-31-1301
TEL 06-6773-3931(土日祝日を除く　10時～17時)登龍館

株式会社 

北海道生まれ。愛知教育大学卒業。同
大学大学院教育学研究科修了。一橋大
学大学院社会科学研究科中途退学。四
国大学助教授などを経て現職。専門は
教育史学、科学史学。仮説実験授業研
究会、日本教育学会、教育史学会所属。
仮説実験授業研究会板倉研究奨励賞受
賞。著書は『コペンハーゲン精神』、『教
育科学の誕生』(共著 ) など。

小野先生の研究レポート
「石井 勲による〈読み先
習〉漢字教育の実験」が
4 月号に上編、5 月号に
下編が掲載されています。
2 冊合わせてお読みくだ
さい。

小野健司
四国大学 生活科学部
児童学科 教授

先生

（講義時間 : 約 40分） 

の期間、何度でもご視聴になれます。配信用URLをご
登録されたメールアドレス宛にお送りいたします。          

金～12/1 9:00 12/22 17:00金

申込
締切 令和 年5 月 11 日(      )24 金

動画
配信 主催：幼年国語教育会　後援：株式会社 登龍館

令和5年

冬のリモート研修会冬のリモート研修会

配信内容

石井方式の意義講義

1

講義

2 一斉保育からも生まれる主体性

　〈石井方式〉が提唱されて50 年以上が経過しました。そのため、「当たり前」のことや「言わずもがな」なことが
増えて、当初の目的や意義を意識しなくなりがちです。そこで〈石井方式〉の歴史について学びながら、改めて「幼
児に〈漢字かな交じり文〉で教える目的や意義」について今一度考えてみるのはいかがでしょうか。意外な発見や
感動があるでしょう。

　主体性を育もうと「自由保育」を実践しても、その名とは裏腹に、子供たちの
主体性を発揮する「自由」を損なってしまう場合があります。また「一斉保育」によっ
て、子供たちの「主体性や個性」が発揮されることもあります。そうした非常に
難解な〈自由と主体性・個性〉の関係を「紙とハサミを使った楽しい作業」を体
験しながら解き明かしていきます。

～何故幼児から
         漢字かな交じり表記なのか～

（講義時間 : 約 50分） 

鉛筆、ハサミ、折り紙
準備物

講師

書籍販売

参加費用

『たのしい授業2023年

円3,500 園
( 税込 )

円1,870
( 税込 )※送料別途 400円

4月号/5月号』

TEL FAX

メールアドレス
（※必須）

〒　　　　　-ご住所

貴園名／団体名（ふりがな）

点

＜申込日 ： 令和　　　　年　　　月　　　日＞

代表者氏名（ふりがな）

●右記QRコードを携帯電話等
で読み取り、専用申込サイトか
らもお申し込みいただけます。
●お申し込み受付後、「参加費
用お支払い関連書類」をメー
ルにてお送りいたします。
●FAXでお申し込みの方は、メールアドレスを
お忘れなくご記入ください。

FAXお申し込み

Webお申し込み

書
籍
ご
注
文

『たのしい授業 2023年4月号/5月号』
２冊セット

各 935円
２冊セット
数量限定

(

仮
説
社)

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd8R65MA-cvpB-HZsjDmIaOSS97LradjqENes3TQGcAyu-eew/viewform?pli=1

